
 

社会福祉法人札幌慈啓会競争入札心得 
 

（総則） 

第１条 社会福祉法人札幌慈啓会（以下「法人」という）の一般競争入札及び指名競争入札を執行す

る場合の取り扱いについては、法令等別に定めるもののほか、この心得を承知するものとする。 

（入札の保証） 

第２条 入札保証金は免除する。 

（入札） 

第３条 入札参加者は、消費税等に係る課税事業者であるか免税業者であるかを問わず、見積もった

契約金額の１１０分の１００に相当する金額で入札書を作成し、封書のうえ、自己の氏名を表記

して提出（入札箱に投入）しなければならない。 

２ 入札参加者が一者でも入札を執行する。 

（代理） 

第４条 入札参加者は、代理人をして入札に参加させようとするときは、当該入札の執行前に、その

旨を証する書面（委任状）を契約担当者（入札執行者）に提出しなければならない。この場合に

おいて、入札者には、入札参加者（委任者）と代理人の氏名（法人の場合は、その法人名及び代

表者氏名）を併記し代理人が押印して入札するものとする。 

（入札書の書替え等の禁止） 

第５条 入札参加者又はその代理人は、その提出した入札書を書き替え、引き換え、又は撤回するこ

とができない。 

（無効入札） 

第６条 次の各号の一に該当する入札は無効とする。 

（１）入札書の記載金額その他入札要件が確認できない入札 

（２）入札書の記載金額を加除訂正した入札 

（３）入札書に記名押印がない入札 

（４）一の入札者又はその代理人が同一事項について二以上の入札をしたときの入札 

（５）代理人が２人以上の者の代理をした入札 

（６）無権代理人がした入札 

（７）その他入札に関し不正の行為があった者のした入札 

（開札） 

第７条 開札は、入札の終了後直ちに入札参加者又はその代理人の面前で行う。 

（再度入札等） 

第８条 開札の結果、落札に至らない場合は、直ちに出席者をもって再度入札を実施する。また、再

度入札によっても落札に至らなかった場合には随意契約による。 

（落札者の決定） 

第９条 有効な入札を行った者のうち、予定価格に１１０分の１００を乗じて得た額の範囲内で、最

低の価格をもって入札した者を落札者とする。 

２ あらかじめ最低制限価格を設けた場合は、予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって入札し

た者を落札者とせず、予定価格の制限の範囲内の価格で最低制限価格以上の価格をもって入札し

た者のうち、最低の価格をもって入札した者を落札者とする。 



 

３ 落札者となるべき条件をもって入札した者が２人以上いる場合は、くじ引きにより落札者を決定

する。この場合において、くじを引かない者があるときは、当該入札事務に関係のない職員をも

ってくじを引かせる。 

（最低価格の入札者を落札者としない場合） 

第10条 法人は、開札の結果、次の一に該当すると認められるときは、予定価格に１１０分の１００

を乗じて得た額の範囲内で最低価格をもって入札した者を落札者としない場合がある。 

（１）当該申込みに係る入札金額によっては、その者が当該契約の内容に適合した履行がなされな 

いおそれのあるとき。 

（２）その者と契約締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適 

当と認められるとき。 

 

以上 

 


